
大学院 専門分野
修了

単位数

修士論文
又は

課題研究

筑波大学大学院 がん、精神、慢性 30 特別研究4単位

千葉大学大学院 母性、小児、がん、精神、老人 32 特別研究12単位

琉球大学大学院 がん 38 特別研究8単位

名古屋市立大学大学院 クリティカルケア 32 課題研究4単位

愛知県立大学大学院 がん、老人、精神、家族 50 特別研究8単位

三重県立看護大学大学院 精神 36 課題研究6単位

がん 34 課題研究4単位

精神 40 課題研究4単位

日赤広島看護大学大学院 母性、小児、がん、精神、地域 32 課題研究2単位

北海道医療大学 老人、地域、精神、母性、成人 40 課題研究6単位

順天堂大学大学院 慢性、がん 32 課題研究4単位

図１　専門看護師専攻教育分野課程数の累計推移

　　　　※専門看護師教育課程の必要単位数　26単位

　　修士課程における高度専門職業人養成に関する資料

表１　専門看護師養成課程の修了要件（例）
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大学名 専攻等
修了要件

単位
修士論文

又は課題研究

聖路加看護大学大学院 看護学研究科　ウィメンズヘルス・助産学専攻 56 課題研究2単位

日本赤十字看護大学大学院 看護学研究科国際保健助産学専攻 53 国際保健助産演習Ⅱ2単位

日本赤十字北海道看護大学大学院 看護学研究科助産学専攻 54 特別課題研究2単位

国際医療福祉大学大学院 医療福祉学研究科保健医療学専攻助産学分野 54 課題研究2単位

東京女子医科大学大学院
看護学研究科看護学専攻博士前期課程実践看護学Ⅱ
（ウーマンズヘルス分野）

53 課題研究2単位

名古屋市立大学大学院 看護学研究科看護学専攻助産学領域 55 課題研究4単位

愛知県立大学大学院 看護学研究科看護学専攻ウィメンズヘルス・助産学研究分野　 55 総合研究4単位

川崎医療福祉大学大学院 医療福祉学研究科保健看護学専攻 助産学コース 55 特別研究4単位

静岡県立大学大学院 看護学研究科看護学専攻助産学専門分野 53 特別研究8単位

日本赤十字九州国際看護大学大学院 看護学研究科看護学専攻助産コース 53 特別/課題研究4単位

大学名 専攻
修了要件

単位

筑波大学大学院 ビジネス科学研究科国際経営プロフェッショナル専攻 45

東京理科大学大学院 総合科学技術経営研究科技術経営専攻 38

同志社大学大学院 ビジネス研究科ビジネス専攻 46

東北大学大学院 経済学研究科会計専門職専攻 44

兵庫県立大学大学院 会計研究科会計専門職専攻 48

法政大学大学院 イノベーション・マネジメント研究科アカウンティング専攻 60

北海道大学大学院 公共政策学教育部公共政策学専攻 42

早稲田大学大学院 公共経営研究科公共政策専攻 40

東京大学大学院 医学系研究科公共健康医学専攻 30

九州大学大学院 医学系学府医療経営・管理学専攻 30

東京理科大学大学院 総合科学技術経営研究科知的財産戦略専攻 46

鹿児島大学大学院 臨床心理学研究科臨床心理学専攻 50

帝塚山学院大学大学院 人間科学研究科臨床心理学専攻 58

文化ファッション大学院大学 ファッションビジネス研究科ファッションクリエイション専攻 54

国際教養大学大学院 グローバルコミュニケーション研究科グローバルコミュニケーション実践専攻 36

日本社会事業大学大学院 福祉マネジメント研究科福祉マネジメント専攻（社会福祉士） 30（１年）

天使大学 助産研究科助産学専攻（助産師） 56

表2　大学院修士課程における助産師養成の修了要件

参考：法科大学院、教職大学院以外の専門職大学院（2年課程）が定める修了要件の例

【臨床心理】（臨床心理士）　

【その他】

【知的財産】（弁理士）

【公衆衛生等】

【公共政策】

【会計】（公認会計士）　　　

【ビジネス・ＭＯＴ】（ＭＢＡ・ＭＯＴ）



修士課程と専門職学位課程の大学院設置基準上の比較 

 
大学院設置基準（修士課程） 専門職大学院設置基準 

目的 

広い視野に立つて精深な学識を授け、専

攻分野における研究能力又はこれに加

えて高度の専門性が求められる職業を

担うための卓越した能力を培うことを 

高度の専門性が求められる職業を担う

ための深い学識及び卓越した能力を培

うこと 

標準修業年限 2 年 2 年又は 1年以上 2年未満 

修了要件 

30 単位以上を修得し、かつ、必要な研究

指導を受けた上、当該修士課程の目的に

応じ、当該大学院の行う修士論文又は特

定の課題についての研究の成果の審査

及び試験に合格することとする 

30 単位以上の修得 

教員数 

・教育研究上支障を生じない場合には、

学部、研究所の教員等が教員を兼ねるこ

とができる 

 

・専任教員数は 12 名以上（研究指導教

員 6名、研究指導補助教員 6名） 

・専任教員数は大学設置基準、大学院設

置基準第九条第一項（修士課程を担当す

る教員）の専任教員数に参入できない 

・専攻分野における実務の経験を有し、

かつ、高度の実務の能力を有する者を含

むこと 

・専任教員数は 15 名以上 

専任教員の 

規定 

専任教員は次の一に該当し、かつ、その

担当する専門分野に関し高度の教育研

究上の指導能力があると認められる者 

イ 博士の学位を有し、研究上の業績を

有する者 

ロ 研究上の業績がイの者に準ずると

認められる者 

ハ 芸術、体育等特定の専門分野につい

て高度の技術・技能を有する者 

ニ 専攻分野について、特に優れた知識

及び経験を有する者 

専任教員は次の各号のいずれかに該当

し、かつ、その担当する専門分野に関し

高度の教育上の指導能力があると認め

られる者 

一 専攻分野について、教育上又は研究

上の業績を有する者 

二 専攻分野について、高度の技術・技

能を有する者 

三 専攻分野について、特に優れた知識

及び経験を有する者 
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